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６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 
申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

近年，計算機やインターネット等の情報機器の発展・普及によって，大量のデータが高頻度

に蓄積されるようになり，購買履歴データやアクセスログデータのようなビッグデータの活用

が注目視されている．ビッグデータをリアルタイムに解析する技術が拡大し始め，ストリーミ

ング解析等が有効であると考えられている．しかし，あらゆる分野で扱われているデータが大

規模かつ複雑なものになっているため，従来のデータ解析手法では適用困難であり，大規模複

雑なデータに対応する解析手法が必要とされている．なかでも，さまざまな現象を扱うような

２者関係を示すデータ（類似性データ）が多種多様に存在しているため，それらを分析する需

要は高い． 
本研究では，通常の多変量データと異なる類似性データについて，内在する複雑な構造を考

慮した新たな解析手法及びその解析手法に関する評価方法の提案・検証を目的として研究に取

り組んだ．類似性データは対象×対象の形の正方行列で与えられ，１）対象間の関係性が「対

称」や「非対称」，２）データ形式として他者関係や他者間と他の要因を考慮した「多相多元

データ」，３）データ値が区間値や分布値等で記述される「シンボリックデータ」，４）ビッ

グデータ特有の「スパースデータ」や「タイデータ」の存在など考慮すべき点は多い． 
本研究の成果として，通常の手法では解析困難な大規模複雑類似性データへの適応可能な新

手法の提案を行った．成果の詳細は以下のとおりである． 
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